
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新春を迎え益々の発展を願う ～未来に向かう子供達に伝えたいこと～ 

皆が輝き，力を出し切った龍王フェス  
 

 

 

 

 

 

 

校内書き初め会 ～静寂の中で集中する心地よさ～ 

皆が 

 

 

芸術鑑賞会～地域伝統を守ろうとする高校生の姿に感動～ 

 

 

 

 

 

市内球技交流会 ～がんばる姿は美しい！！～ 

 

 

 

 

 

学校教育目標 夢と志をもち，未来を切り拓く子どもの育成 
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 地域・保護者の皆様におかれましては，旧年中，一方なら
ぬご支援・ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。令和７年も
教職員一同力を合わせて，より一層本校の教育活動を推進さ
せてまいります。引き続きよろしくお願いたします。 
 後期後半を迎えるにあたり，子供達には，年度末に向けて
「縁あって一緒の学級になった友達との時間を大切にする
こと」「来年度に向けての準備の時間にすること」についてお
話をしました。後期後半は 50 日程しかありませんが，今の
学年の学習をまとめ，進級・進学への意欲を高める大切な時
期です。各ご家庭においても，次の学年への希望に繋がる声
掛けをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 １月８日（水）に「校内書き初め会」を行いました。 
「春の海」が校内放送で流れ，「書き初め」の由来や文字をきれ

いに書く秘訣を聞いた後。それぞれの課題に取り組みました。１・
２年生は硬筆，３～６年生は毛筆でした。書き初めの歴史は古く，
平安時代から行われていた行事です。１年の抱負や計画，おめで
たい言葉をしたため，目標成就や新年をお祝いする意味が込めら
れています。子どもたちも，この活動の意図をよく理解し，一枚の
書に真剣に向き合い，丁寧な作品を仕上げることができました。 
書き初めの後，「とんど」でその書を燃やした際に，炎や書が高

く舞い上がると字が上達するとのことから，今年度も諏訪地域の
「とんど（神明）」で作品を燃やしていただきました。 
２月の参観日まで，校内玄関や廊下に力作を掲示しています。

機会がございましたら，児童の作品をぜひご覧ください。 

 12 月 2４日(火)に，東広島運動公園で市内球技交流会（ドッ
ジボール大会）が行われました。大会に参加した 4 年生の子供達
は，約１か月にわたる練習の成果を存分に発揮し，体育館全体に
爽やかな風を吹かせることができました。また，今回の大会では，
試合に負ける悔しさも味わいました。負けた時には，「こんなに
頑張ったのに何で…」という思いが表情に表れた子もいました
が，それでも，試合終了後には相手チームの健闘を称え礼儀正し
く挨拶していました。練習までの期間も含め，大きな成長が感じ
られた行事となりました。改めて龍王の子供達，一所懸命指導し
てくれた教員を誇りに思えた一日でした。 

 
 
 
 



保幼こ小連絡会議 ～協同性を養うことが共通のテーマに～ 

皆が輝き，力を出し切った龍王フェス  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食の残食を減らしたい ～食べることは生きること～ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報モラル教育の重要性 ～まずは余暇の過ごし方～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 1０日（金）に，第 2 回目となる保幼こ小連絡会議
（※ 「保」は保育園所，｢幼｣は幼稚園，｢こ｣は認定こども
園，｢小｣は小学校）を開催し，12 園所の就学前施設から 24
名の関係者ご参加のもとで会議を行いました。議事内容は，
「スタートカリキュラム・アプローチカリキュラム（円滑な
小学校入学を目指して小学校・就学前施設がそれぞれ作成す
る教育計画のこと）について」，本校 1 年生が来年度入学園
児を招待する「なかよし会について」の２点です。今年度は，
特に重点的に取り組んで行きたい資質・能力を「協同性」に
絞り込み，それぞれの施設における子供の実態を交流すると
ともに，今後，どのような姿を目指していけばよいのか協議
することが出来ました。 
本会議を開始した昨年度は，就学前施設の先生と本校の教

職員が顔見知りになることを目指していましたが，1 年間の
様々な交流を通して，率直に意見を交わし合える関係になり
つつあり嬉しく感じています。学校教育に関わる全ての者が
一体となり，卒園・入学・卒業の節目を超え，社会に出るま
での長いスパンで，子供を手塩にかけて育んでいくという意
識を持ち続けていきたいと考えています。 スタートカリキュラム（別様） 

幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿
重点項目 実態

期待する児

童の姿

スタートカリ

キュラムを構成

する活動の類

型

週案を作成する際に意識す

るポイント 第２日目 第３日目 第４日目 第５日目 第６日目 第７日目

１０の項目 ◎重点

給食

昼

(10)豊かな感性と

表現

(7)自然とのかかわ

り・生命尊重

(8)数量や図形、標識や

文字などへの関心・感覚

(9)言葉による伝え

合い

(5)社会生活との関

わり

(6)思考力の芽生え

スタートカリキュラム（別様）

📖教科等を

中心とした

学習活動

〇入学当初の児童の学習に対する期待

感を生かし自覚的な学びにつなぐため

に、教科等の学びの時間を、１週間の時

間割に位置づける

〇児童の学習意欲が続いていくように、

他教科等の指導の際に生活科との感r

年を意識する

〇入学当初の児童の発達の特性に配

慮し、10分から15分程度の短い時間

を活用して時間割を構成したり、具体的

な活動の伴う学習活動を位置づけたり

する

4

(1)健康な心と体

(2)自立心

(3)協同性 ◎

(4)道徳性・規範意

識の芽生え

♡安心をつく

る時間

👤生活科を

中心をした

学習活動

📖教科等を

中心とした

学習活動

入

　

　

学

　

　

式

1

2

3

5

＊スタートカリキュラム検討に係る会議日の設定【令和７年１月10日】

東広島市立龍王小学校

〇朝の会から1時間目を連続した時間

とし、幼児期に親しんできた遊びや活

動、交流する活動などを位置づけ、楽し

い気持ちで１日がスタートするように１

週間の時間割を計画する

〇児童が安心して学校説活を楽しむこ

とができるように、一定の期間は同じ学

習内容を繰り返す連続性と、少しずつ

内容が高まっていく発展性を意識する

〇児童の思いや願いの実現に向けた主

体的な学習がつながっていくように、１

週間の時間割を計画する。

〇生活科を中心に、つながりのある他

教科等のねらいを考えながら合科的・

関連的な指導を行う

〇思いや願いの実現に向けた主体的な

学習活動をゆったりとした時間の中で

進めていけるように、２時間続きなどの

学習活動を位置づける

〇入学当初の児童の発達の特性に配

慮し、午後の時間は具体的な活動の伴

う学習活動を位置づける

〇１日の終わりには、明日への期待感を

高める活動を設定する

朝

「保健だより」や「給食だより」で何度も取り上げてきていること
ですが，本校では，毎月，市内平均より給食の残食率が高い傾向が見
られ，課題意識を強くもっています。昨年 12 月の本校の残食状況
は，残食総量約７２８kg で，1 日平均の残食率は６．６％でした。
養護教諭が児童への啓発のためにいつも保健室の前に食育に関わる
掲示をしてくれています。これによりますと，1 日の残食量平均は，
おにぎり１４０個分にもなるそうです。ちなみに，１２月に最も残食
率が高かった献立は，「ごはん・牛乳・煮込みおでん・ごまじゃこあ
え」で，９．５％の残食率でした。 
もちろん，食に関しては，アレルギーや宗教上の理由も含め，様々

な個人差への十分な配慮が必要だとも認識しています。そのため，無
理に給食を食べさせる指導をすることはありませんが，自分で食べ
られる量を考えて最初の配膳量を調整することや，少し集中して食
べる時間を設けること，食わず嫌いになっている食材に対しては挑
戦する意識をもつこと等を各担任が工夫して指導を行っています。 
１月２７日（月）～１月３１日（金）を本年度最後の給食完食キャ

ンペーンにして取り組みます。是非，各ご家庭においてもお声掛けい
ただき，食べることの大切さを伝えていただけると幸いです。 

 
 

 情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度を養うこ
とを「情報モラル教育」と言います。情報化社会の進展により、携帯電
話のインターネット等の普及が急速に進む中で、インターネットの掲示
板や携帯電話のメールによるいじめ，「ネットいじめ」が多発しており，
その低年齢化は顕著になっています。本校においても，「情報モラル教
育」をどのように行うことが最も効果的であるか検討を進めており，あ
らゆる教科等の機会を見つけて，指導を行っているところですが，やは
り家庭との連携が重要であることが課題として上がっています。 
ある調査によりますと，高校生の余暇の過ごし方上位３つは「ゲーム」

「SNS」「動画視聴」なのだそうです。これらは，スマートフォン１台
で完結する内容であり，高校生になるまでに，様々な余暇の過ごし方を
体験させることが重要だと調査の分析に記されていました。 
皆様のご家庭ではいかがでしょうか。年齢が高くなった段階で「使い

すぎてはダメ」と言うだけでは，あまり効果を見込めないように感じら
れます。今後も家庭と連携してこの問題を進めていきたいと思います。 

 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１１・12月にはこんな活動がありました。】 

学校                 保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・学校       地域            

 

 

 

 

 

今後も，「社会に開かれた教育課程」の充実に向けた取組を進め，随時紹介します。 

龍王小学校 コミュニティ・スクール 

社会に開かれた教育課程の充実に向けて 

いじめ相談窓口（いじめに関する相談を受け付けます。） 

 校長・教頭・主幹教諭・生徒指導主事・養護教諭・スクールカウンセラー・心のサポーター 

 学校体制で解決に向け取り組みます。 

体罰・セクシャルハラスメント相談窓口（児童の対応に関する相談を受け付けます。） 

 校長・教頭・主幹教諭・生徒指導主事・養護教諭 

なんでも相談日（学校生活全般に関する相談を受け付けます。） 

 相談内容により、関係職員が対応します。随時受け付けます。 

スクールカウンセラー相談日（臨床心理士の資格を持つ専門家が対応します。） 

スクールカウンセラー 臨床心理士 山内 彩 

次回 ２月７日（金）１３：００～１６：００（予約制）です。  

スクールソーシャルワーカー相談日 

（本年度西条中学校区に配置されました。家庭における悩みについて積極的に対応し，必要に応じて継続

的な地域進出及び関係機関と繋ぐ窓口をします。） 

 スクールソーシャルワーカー 椿 靖 

２月７日（金）,２１日（金）１３：３０～１５：４５（予約制）です。 

心のサポーター相談日（児童や保護者の悩みについて相談を受け付けます。） 

 東広島市教育委員会心のサポーター 山本 浩史 ・ 森迫 泉 

 スマイルルーム(SSR)担当と兼務しますので，その都度調整いたします。 

 相談を希望される場合には，教頭までご連絡ください。 

 龍王小学校の相談日等について 

３年生 

龍王地域の子どものために活動を行っておられる方をゲストに

して，子どもを大切にする思いをお聞きしました。 

PTAコーラス 

クリスマスコンサートを開き，合

唱を披露してくださいました。 

 

ちゃれんじルーム 

自分たちが疑問

に思う内容を選

び，科学実験する

計画を立てまし

た。2 月には研究発

表会を行います。 

 

龍王塾 

寺西金管バンド出身の音

楽家を招待しクリスマスコ

ンサートを開かれました。 

 

東広島チャレンジクラブ 

本校体育館を会場にして

スポーツ交流がありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 14:30 14:40 15:15 その他

1 土

2 日

3 月 委員会 ５～６年 １～４年　13:20

4 火 １～６年

5 水 １～６年

6 木 １～６年

7 金
スクールカウンセラー
６年西条中学校入学説明会

1～２年 ３～５年 ６年　12:00

8 土

9 日

10 月 １～３年 ４～６年

11 火 建国記念の日

12 水 １～６年

13 木 １～６年

14 金 参観日・バザー 1年～２年 ３～６年

15 土

16 日

17 月 クラブ（４年見学） １～３年 ４～６年

18 火 ４年はじめてビジュツカン １～３年 ４～６年

19 水 ４年はじめてビジュツカン １～６年

20 木 ロング昼休憩 １～６年

21 金 1年～２年 ３～６年

22 土

23 日 天皇誕生日

24 月 振替休日

25 火 １～３年 ４～６年

26 水 １～６年

27 木 ４年伝統工芸金箔体験 １～６年

28 金 ４年伝統工芸金箔体験 1年～２年 ３～６年

日 曜 学校行事等
下校時刻


